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甲状腺ホルモンの大脳皮質神経細胞のシナプス形成に与える影響に関して，大脳皮質神経細胞培養系を用いて検討を
行った．その結果，1nMの甲状腺ホルモンの存在下において，顕著なシナプス形成の充進が確認された．
1〕Tokyo　Metropolitan　Institute　for　Neuroscience，2）CREST　of　JST
OProtective　Effects　of　Quercetin　and　its　Metabolites　on　H202－lnduced　Chromosomal　Damage　to　WIL2－NS　Cells
　Akiko　SAITo，　Ayako　SuGlsAwA1），　Keizo　UMEGAKI1）and　Hiroyuki　SuNAGAwA
　Biosci．　Biotechnol．　Biochem．，68（2），271－276（2004）
　ケルセチン（QC），　QC－3－0一硫酸及びイソラムネチン（IR）の染色体損傷作用と，過酸化水素による染色体損傷に対
　するこれらの化合物の防御作用を，リンパ芽培養細胞を用いた小核試験で検討した．
　1）（独）国立健康・栄養研究所
OScreening　for　Estrogen　and　Androgen　Receptor　Activities　in　200　Pesticides　by　1ηレ”オro　Reporter　Gene　Assays　Using
　Chinese　Hamster　Ovary　Cells
　Hiroyuki　KOJIMA，　Eiji　KATsuRA，　Shinji　TAKEucHI，　Kazuhito　NIIYAMA　and　Kunihiko　KOBAYASHI1）
　Environrrlental　Health　Perspectives，112（5），524－531（2004）
現在使用されている農薬を含む200種類の農薬についてエストロゲン受容体alpha／beta及びアンドロゲン受容体に対
　する作用をスクリーニングした．その結果，多くの農薬がエストロゲン作用や抗アンドロゲン作用を有していることを
　明らかにした．
　1＞北海道大学大学院医学研究科
OCross－talk　between　Endocrine－disrupting　Chemicals　and　Cytokine　Signaling　through　Estrogen　Receptors
　Yuichi　SEKINE1），　Tetsuya　YAMAMoTo1），　Taro　YuMloKA1），　Seiyu　IMoTo1），　Hiroyuki　KoJIMA　and　Tadashi　MATsuDAユ）
　Biochemical　and　Biophysical　Research　Communications，315，692－698（2004）
　エストロゲン受容体を介したSTAT　3シグナルに及ぼす環境化学物質の影響を調べた．いくつかの環境エストロゲン
　はSTAT　3依存的な転写活性を充進したことから，サイトカイン誘導により内分泌機能をかく乱していることが示唆
　された．
　1〕北海道大学大学院薬学研究科　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
OBrakish　Water　Benthic　Shellfish（Corb’cα’∂ノ∂ρoη’c∂）as　a　Biological　lndicator　for　Clyρfosρor’d’αmρ∂ryσm　Oocysts
　in　River　Water
　Toshihiko　IzuMI，　Yasoo　IToH，　Kenji　YAGITA1），　Takuro　ENDo1）and　Toru　O正｛YAMA2）
　Bulletirl　of　Environmental　Contamination　and　Toxicology，72，29－37（2004）
　ヤマトシジミにC．パルブム・オーシストを1回暴露すると，数日以内に大部分が糞中に排泄され，14日後には数％が
　消化管群にのみ検出された．また，糞中オーシストは，培養細胞への感染性を有することも確認され，ヤマトシジミは
　オーシストに対する有力な生物指標となり得ると推測された．
　L〕National　Institute　of　Infectious　Diseases，2）Tokyo　University　of　Agriculture
食品薬品部
0食品中の残留化学物質の改良分析法に関する研究
　Studies　on　Improved　Analysis　Methods　of　Residual　Chemical　Compounds　in　Foods
　長南隆夫
　Takao　CHoNAN
　食品衛生学雑誌，44（4），J－270－J－272（2003）
　本論文は平成15年度日本食品衛生学会学術貢献賞受賞者講演の概要である．論文では，ルミクロムを指標物質とする
　中華麺に使用されたりボフラビンの確認法と小麦粉，タマネギ，茶中の残留農薬の簡便・迅速な定量法について述べた．
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第7報）　白老の食用野生植物考　2
　姉帯正樹
　アイヌ民族博物館研究報告，8，1－22（2004）
一1！4一
アイヌ民族が伝統的に食用としたエゾエンゴサク，オオウバユリなど16種の植物について，そのアイヌ語名，利用部
位，利用法，現在の利用法，試食評，成分，薬事法上の規制などを記し，食材としての可能性を考察した．
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第8報）ウペウおよびイワニンジン
　姉帯正樹，村木美幸1），本田優子1），安田千夏1）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，23－33（2004）
　アイヌ民族がウペウまたはイワニンジンと称して薬用としたセリ科植物について，文献調査した．一部は現地にて現物
　を入手，センキュウ，ホソバトウキ，ハマボウフウと同定し，薬用資源としての可能性を考察した．
　D㈲アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第9報）キナライタの“白いいも”
　姉帯正樹，本田優子1），村木美幸ユ）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，35－41（2004）
　アイヌ民族が，血便を伴う下痢の際の特効薬としたキンミズヒキ（バラ科）の根に付く白いいもについて調査した．
　“いも”と称されるものは越冬芽であることを明らかにし，その医薬品としての可能性について考察した．
　1働アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第10報）　ブイの食材としての可能性について
　姉帯正樹，菱田敦之1），細川敬三2），本田優子3），村木美幸3），小川　広
　アイヌ民族博物館研究報告，8，43－47（2004）
　アイヌ民族がプイと称して食用としたエゾノリュウキンカ（キンポウゲ科）の根について，デンプン，糖及びポリフェ
　ノール含量，抗酸化活性，食味等に検討を加え，新しい食偏としての可能性を探った．
　ll国立医薬品食品衛生研究所筑波薬用植物栽培試験場，2）兵庫大学健康科学部，3側アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第11報）　トゥレプからのデンプン採取と加工処理
　姉帯正樹，本田優子1），村木美幸1）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，49－55（2004）
　アイヌ民族がトゥレプと称したオオウバユリの鱗茎からデンプンを採取し，さらに，伝統的なオントゥレプ工程に検討
　を加えた．“オン”前後のデンプン収量，乳酸含量などを比較し，その過程を科学的に考察した．
　1側アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第12報）　シケレペキナの形態学的，化学的および薬理学的研究
　姉帯正樹，高谷芳明1），安田成衣子’），土井雅津代1），村木美幸2），本田優子2）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，57－66（2004）
　アイヌ民族が伝統的に保存食としたシケレペキナ（ヒメザゼンソウの茎葉）はシュウ酸カルシウムの針状晶を含有する
　が，煮込むことによってえぐみが軽減し，．食べやすくなる．その原因を，主として形態学的に考察した．
　D名城大学薬学部，2）飼アイヌ民族博物館
○アイヌ民族の伝承有用植物に関する調査研究（第13報）　ツルニンジンおよびバアソブの試作栽培と栄養成分分析
　姉帯正樹，南　　収，本田優子1），村木美幸1）
　アイヌ民族博物館研究報告，8，67－73（2004）
　アイヌ民族にとって重要な食料であったツルニンジン及びバアソブを試作し，その塊根を栄養成分分析に供した．とも
　に味はよく，ビタミンE及び鉄含量が高く，栄養的にも優れていることが明らかになった．
　’側アイヌ民族博物館
微生物部
○肝臓における銅毒性について1ヒトウィルソン病モデル動物LECラットを用いた解析（総説）
　Hepatic　Copper　Toxicity：LEC　Rats　as　an　Animal　Model　of　Human　Wilson’s　Disease
　林正信1），遠藤大二1），，中山憲司，奥井登代
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